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スタートは、「Ｋ］

観光

高齢化

教育

寒地

国際化

景観
環境

家族

次の時代は「K」がキーワード

「新・北海道飛躍のシナリオ」より

健康



私は,北海道を

良くするために
技術者として
貢献したい！

自分の提案を
形にしたい！

生き残るため
には、観光と
農業が大切
だ！

観光は幅
が広い！
我々に、
何ができ
るか？

スタートは議論



検討のキロポスト：フェーズ１(H12～15)
～観光基盤としての社会資本整備（ハードウエア）を主眼として～

検討テーマ(H12)

○観光情報のｸﾞﾚｰ
ﾄﾞｱｯﾌﾟとﾈｯﾄﾜｰｸ化

検討会(H12～14)

・シーニックバイウェイ

・ドイツテーマ街道

提言(H15)

○観光地の景観・
環境・魅力形成

○高齢化社会にお
ける新しい滞在型
観光

・観光商品開発(ﾏｯｶﾘｰﾅを事

例として）

・観光情報のニーズ

・北海道の新しい観光施策推
進（観光のくにづくり）

・多様な道路ネット
ワークの確立

・特色ある広域ルー
トの創造

・空港観光情報提供
システムの再構築

・道の駅活性化

提案活動



検討のキロポスト：フェーズ２(H16～20)
～社会貢献・地域協働・環境（ソフトウエア）を主眼とし～

・ｵｰﾌﾟﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ見学（恵庭市）

・優良田園住宅見学（伊達市）

・えこりん村見学

全国大会(H16)

○社会貢献

○地域協働

○環境

検討会(H17～20)

・カーボン・オフセットツアー

・産業観光（炭鉱遺産）

・北海道の新しい観光施策推
進（観光のくにづくり）

・恵庭まちづくり

提言(H20)？

・技術士としてできる
ことは？

・技術士としてすべき
ことは？

○持続可能な観光
への取組

・環境（自然、地域社会
等）への負荷軽減

・運営持続性の確保など

・体験観光（北海道宝島.COM）



恵庭見学会（2006.7.4)
循環技術研究分科会と共催

恵庭・めぐみ野オープンガーデン
エコリン村



伊達市見学会（2006．10．15)
循環技術研究分科会と共催

伊達市ヒアリング＆現地見学

伊達市役所でのヒアリング 優良田園住宅制度による移住団地

移住団地でのヒアリング 堆肥センター見学



高度成長期

発注者との
関係

発注者との
関係 発注者の意図

業務の中心業務の中心 ものづくり

技術者の意識技術者の意識

住民との協働住民との協働
アンケート、ヒアリ
ングが中心

技術重視

成熟安定社会

少子・
高齢化

産業の
停滞、
空洞化

公共事
業の減
少

情報化
社会

業務の
減少

分業化

言い訳の
資料作り

役に立っ
ている
か？

担い手、地域・住
民と協働する

技術者の
悩み不安

地域・住民の立場に

たって足元を見直す

達
成
感

自ら提案・行動し
実現する

技術士は何が出来るのか？ 当初の目標

目標



観光振興に資する技術士の役割（私案）
～おわりにかえて～

「地域協働」の技術コーディネーターとして

「学び観光」のインタープリターとして

「持続可能な観光」実現のための技術マ
ネージャーとして（スペシャリスト＋ゼネラ
リストへ）

多
様
な
専
門
技
術
分
野
の
結
集

多
様
な
専
門
技
術
分
野
の
結
集

技
術
士
の
役
割

技
術
士
の
役
割


